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二
代
目
市
川
團
十
郎
の
日
記
詳
解　

第
四
回

　
　
　
　
　

（
享
保
十
九
〔
一
七
三
四
〕
年
四
月
三
日
〜
五
月
五
日
）

ビ
ュ
ー
ル
ク
・
ト
ー
ヴ
ェ
*

*

ビ
ュ
ー
ル
ク
・
ト
ー
ヴ
ェ
・
ヨ
ハ
ン
ナ
、
埼
玉
大
学
大
学
院
人
文
社
会
科
学
研
究
科
・
准
教
授

【
要
旨
】
本
稿
で
は
、
享
保
期
江
戸
歌
舞
伎
界
で
活
躍
し
た
二
代
目
市
川
團
十
郎
（
元
禄
元
〔
一
六
八
八
〕
年
〜
宝
暦
八
〔
一
七
五
八
〕
年
）
の
日
記
を
詳
し
く
読
解
す
る
。
文
献
が
少
な

い
近
世
中
期
に
お
け
る
貴
重
な
資
料
で
あ
り
な
が
ら
、
こ
れ
ま
で
分
析
さ
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
二
代
目
團
十
郎
の
日
記
に
は
、
舞
台
制
作
の
詳
細
は
も
と
よ
り
歌
舞
伎
役
者
と
し
て
の

日
常
生
活
に
つ
い
て
も
縷
々
綴
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
を
読
み
解
く
こ
と
で
、
当
時
の
歌
舞
伎
役
者
の
あ
り
の
ま
ま
の
姿
を
、
ま
た
当
時
歌
舞
伎
の
舞
台
が
ど
の
よ
う
に
制
作
さ
れ
た
か

を
知
る
こ
と
が
で
き
、
ひ
い
て
は
歌
舞
伎
界
の
転
換
期
と
さ
れ
る
享
保
期
江
戸
歌
舞
伎
の
実
態
の
解
明
に
つ
な
が
る
で
あ
ろ
う
。

キ
ー
ワ
ー
ド
：
二
代
目
市
川
團
十
郎
、
江
戸
歌
舞
伎
、
享
保

　
　
　
　
　

は
じ
め
に

　

享
保
期
江
戸
歌
舞
伎
界
で
活
躍
し
た
二
代
目
市
川
團
十
郎
（
元

禄
元
〔
一
六
八
八
〕
年
〜
宝
暦
八
〔
一
七
五
八
〕
年
）
の
残
さ
れ

た
日
記
写
本
に
注
を
付
し
、
解
説
す
る
。

　

日
記
写
本
の
成
立
や
特
徴
、
注
釈
書
の
概
要
、
本
稿
の
意
図
に

つ
い
て
は
「
第
一
回
」
に
詳
述
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
各
稿
の
掲
載

は
以
下
の
と
お
り
。

　

第
一
回
（
享
保
十
八
〔
一
七
三
三
〕
年
十
二
月
～
同
十
九

〔
一
七
三
四
〕
年
一
月
）
（
『
埼
玉
大
学
紀
要　

教
養
学
部
』
第
五
二

巻
第
二
号
）

　

第
二
回
（
享
保
十
九
年
二
月
十
日
〜
三
十
日
）
（
『
埼
玉
大
学
紀

要　

教
養
学
部
』
第
五
三
巻
第
一
号
）

　

第
三
回
（
享
保
十
九
年
三
月
三
日
〜
十
九
日
）
（
『
埼
玉
大
学
紀

要　

教
養
学
部
』
第
五
三
巻
第
二
号
）

　
　
　
　
　

凡　
　

例

一
、
日
記
原
文
は
『
資
料
集
成
二
世
市
川
団
十
郎
』
（
和
泉
書
店
、

一
九
八
八
年
刊
）
に
よ
る
。
本
稿
で
は
日
記
原
文
は
ゴ
シ
ッ
ク
体
で
、

『埼玉大学紀要（教養学部）』第 56 巻第 1 号、2020 年



126

注
は
八
ポ
イ
ン
ト
で
記
し
た
。

二
、
日
記
原
文
冒
頭
の
記
号
▽
○
●
△
▼
は
写
本
を
示
す
。

　
　
　
　
　

写
本
一
覧

▽
「
老
の
た
の
し
み
」

○
「
柿
表
紙
」

●
「
柏
筵
日
記
」

△
「
病
中
日
記
」

▼
「
市
川
團
十
郎
日
記
発
句
集
」

三
、
「
老
の
た
の
し
み
」
「
柿
表
紙
」
「
栢
筵
日
記
」
に
は
注
釈
書
が

あ
る
。
各
注
釈
書
か
ら
の
引
用
は
、
引
用
文
を
「　

」
で
、
書
名

を
略
号
〈　

〉
で
示
し
た
。

　
　
　
　
　

注
釈
書
一
覧

　

「
老
の
た
の
し
み
」
注
釈
書

岩
本
活
東
子
注
「
老
の
た
の
し
み
抄
」（
『
燕
石
十
種
』
中
央
公
論
社
、

一
九
八
〇
年
刊
）
〈
老
岩
〉

内
藤
耻
叟
・
小
宮
山
綏
介
注
「
老
の
楽
」
（
『
温
知
叢
書
』
博
文
館
、

明
治
二
十
四
〔
一
八
九
一
〕
年
刊
）
〈
老
内
〉

博
文
館
編
輯
局
校
訂
「
老
の
楽
」
（
『
校
訂
俳
優
全
集
』
博
文
館
、

明
治
三
十
四
〔
一
九
〇
一
〕
年
刊
）
〈
老
博
〉

郡
司
正
勝
註
「
老
の
た
の
し
み
抄
」
（
『
近
世
芸
道
論
』
日
本
思
想

体
系
〔
六
一
〕
、
岩
波
書
店
、
一
九
七
二
年
刊
）
〈
老
郡
〉

　

「
柿
表
紙
」
注
釈
書

伊
原
青
々
園
注
「
柿
表
紙
」（
『
栢
莚
遺
筆
集
』
、
大
正
六
〔
一
九
一
七
〕

年
写
、
早
稲
田
大
学
演
劇
博
物
館
蔵
）
〈
柿
〉

　

「
栢
莚
日
記
」
注
釈
書

伊
原
青
々
園
注
「
栢
莚
日
記
」
（
『
栢
莚
遺
筆
集
』
、
大
正
六

〔
一
九
一
七
〕
年
写
、
早
稲
田
大
学
演
劇
博
物
館
蔵
）
〈
栢
〉

四
、
引
用
文
の
約
物
は
省
略
し
た
。

五
、
出
典
記
載
の
な
い
役
者
評
判
記
は
『
歌
舞
伎
評
判
記
集
成
』（
岩

波
書
店
、
一
九
七
二
～
一
九
七
七
年
刊
）
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。

六
、
出
典
記
載
の
な
い
注
は
『
日
本
大
百
科
全
書
』
『
日
本
国
語
大

辞
典
』『
日
本
歴
史
地
名
大
系
』『
仏
教
語
大
辞
典
』『
日
本
人
名
辞
典
』

『
世
界
文
学
大
事
典
』
『
歌
舞
伎
事
典
』
を
参
照
し
た
。

　

本
稿
は
独
立
行
政
法
人
日
本
学
術
振
興
会
平
成
三
十
年
度
科
学
研
究
費
（
基
盤
研
究
Ｃ
、

課
題
番
号
１
８
Ｋ
０
０
３
１
２
）
の
交
付
を
受
け
て
制
作
さ
れ
た
。
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享
保
十
九
（
一
七
三
四
）
年
四
月

〇
三
日　

明
六
ツ
時
母
人一

伯
母
御二

太
七三

甲
州
身
延
山四

へ
旅
立　

朝

少
シ
雨
フ
リ
又
止
発
足
ノ
時
雨
晴
キ
ゲ
ン
ヨ
ク
タ
シ五　

其
夜
ハ

戸
塚六

泊
リ　

二
日
小
田
原七

泊　

三
日
首
尾
能
箱
根
御
関
所八

被
越

候

一　

母
人　

二
代
目
團
十
郎
の
母
お
戌
（
「
第
一
回
」
正
月
六
日
参
照
）
。

二　

伯
母
御　

二
代
目
團
十
郎
の
伯
母
。
深
川
出
身
、
歌
舞
伎
劇
場
の
川
原
崎
座
関
係
者

か
（
「
第
二
回
」
二
月
十
九
日
参
照
）
。

三　

太
七　

「
土
佐
屋
太
七
」
〈
柿
〉
。
葺
屋
町
の
芝
居
茶
屋
土
佐
屋
主
人
。
二
代
目
團
十

郎
は
太
七
の
新
居
完
成
を
祝
い
（
○
享
保
十
九
年
八
月
八
日
）
、
重
病
に
か
か
っ
た
太

七
を
見
舞
う
な
ど
（
○
同
年
十
月
十
四
日
）
太
七
と
親
し
く
関
係
し
た
。
太
七
は
二
代

目
團
十
郎
に
「
御
方
様
」
（
未
詳
、
大
名
の
奥
方
か
）
か
ら
の
手
紙
を
手
渡
す
こ
と
か

ら
（
△
元
文
元
〔
一
七
三
六
〕
年
十
二
月
十
日
）
、
土
佐
屋
は
規
模
の
大
き
な
茶
屋
で
あ
っ

た
か
。

四　

身
延
山　

山
梨
県
身
延
町
に
あ
る
標
高
一
一
五
三
メ
ー
ト
ル
の
山
。
ま
た
、
日
蓮
宗

総
本
山
久
遠
寺
の
奥
の
院
が
あ
る
こ
と
か
ら
久
遠
寺
を
指
す
。
久
遠
寺
は
文
永
十
一

（
一
二
七
四
）
年
、
日
蓮
に
よ
っ
て
建
立
、「
菩
提
梯
」
と
い
わ
れ
る
約
三
百
段
の
石
段
、

祖
師
堂
、
大
本
堂
な
ど
あ
る
。

五　

タ
シ　

「
出
カ　

立
カ
」
〈
柿
〉

六　

戸
塚　

神
奈
川
県
横
浜
市
南
西
部
、
東
海
道
の
宿
場
町
。
物
資
運
搬
の
た
め
の
馬
を

置
く
「
伝
馬
宿
」
と
し
て
栄
え
た
。

七　

小
田
原　

神
奈
川
県
南
西
部
の
城
下
町
で
、
東
海
道
の
宿
場
町
。
戦
国
時
代
、
北
条

氏
の
本
拠
地
と
な
り
、
以
後
栄
え
た
。

八　

箱
根
御
関
所　

神
奈
川
県
箱
根
町
、
箱
根
山
芦
ノ
湖
畔
に
設
け
ら
れ
た
東
海
道
の
関

所
。
小
田
原
藩
が
警
衛
し
、
全
国
で
も
っ
と
も
厳
し
い
関
所
と
い
わ
れ
た
。

　

三
月
興
行
「
繁
扇
隅
田
川
」（
市
村
座
）
が
当
た
ら
ず
（
「
第
三
回
」

三
月
十
九
日
参
照
）
早
々
に
公
演
を
切
り
あ
げ
た
二
代
目
團
十
郎

は
、
母
お
戌
、
伯
母
、
芝
居
茶
屋
主
人
土
佐
屋
太
七
ら
と
と
も
に

山
梨
・
身
延
山
の
久
遠
寺
へ
向
か
っ
た
。

　

二
代
目
團
十
郎
は
旅
行
を
好
ん
だ
。
享
保
十
八
（
一
七
三
三
）

年
十
月
、
妻
お
才
、
三
代
目
團
十
郎
、
娘
お
犬
、
俳
人
二
代
目
深

川
湖
十
ら
と
と
も
に
箱
根
の
温
泉
を
巡
り
（
俳
諧
紀
行
『
犬
新
山
家
』

深
川
湖
十
編
、
享
保
十
八
年
刊
）
、
ま
た
延
享
三
（
一
七
五
〇
）
年

六
月
に
は
俳
人
伊
十
や
社
鼠
ら
と
と
も
に
八
王
寺
、
高
尾
に
旅
し

た
（
兎
亭
竹
敬
編
句
集
『
高
尾
土
産
』
延
享
三
年
刊
）
。

　

近
世
初
期
、
身
延
山
参
詣
は
和
歌
や
俳
諧
の
格
好
の
題
材
と
し

て
し
ば
し
ば
吟
詠
さ
れ
た
（
元
政
著
歌
集
『
身
延
の
み
ち
の
記
』

万
治
二
〔
一
六
五
九
〕
年
成
立
、
貞
佐
句
集
『
身
延
詣
』
享
保
六

〔
一
七
二
一
〕
年
刊
な
ど
）
。
こ
の
と
き
の
二
代
目
團
十
郎
の
身
延

山
行
き
も
、
あ
る
い
は
吟
行
が
目
的
だ
っ
た
か
。
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〇
八
日　

身
延
山
着
被
申
候

〇
九
日　

本
山一

参
詣

〇
十
日　

七
面
山二

巡
礼
ア
リ

〇
十
一
日　

身
延
下
山三

イ
ヅ
レ
モ
天
気
快
晴

〇
廿
二
日　

無
恙
帰
宅
也

一　

本
山　

山
梨
県
身
延
町
に
あ
る
日
蓮
宗
総
本
山
久
遠
寺
の
こ
と
。
文
永
十
一

（
一
二
七
四
）
年
、
日
蓮
が
結
ん
だ
草
庵
に
は
じ
ま
り
、
弘
安
四
（
一
二
八
一
）
年
、

領
主
波
木
井
実
長
が
伽
藍
を
創
建
、
翌
年
日
蓮
が
没
す
る
と
そ
の
遺
骨
を
納
め
た
。
武

田
氏
、
豊
臣
氏
、
徳
川
氏
な
ど
の
保
護
を
う
け
、
隆
盛
期
に
は
支
院
百
六
十
を
数
え
た
。

二　

七
面
山　

山
梨
県
南
西
部
に
あ
る
標
高
一
九
八
九
メ
ー
ト
ル
の
山
。
身
延
山
の
南
西

に
位
置
し
、
山
頂
に
は
七
面
大
明
神
を
祀
る
七
面
山
本
社
敬
慎
院
が
あ
る
。

三　

身
延
下
山　

身
延
山
を
降
り
る
こ
と
、
あ
る
い
は
身
延
町
の
下

し
も
や
ま
し
ゅ
く

山
宿
か
。
下
山
宿
は

室
町
時
代
、
身
延
山
の
寺
社
の
造
営
や
改
修
を
行
う
大
工
ら
が
投
宿
、
江
戸
時
代
に

は
身
延
山
参
拝
客
の
宿
場
と
な
っ
た
。

　

こ
の
と
き
二
代
目
團
十
郎
は
日
蓮
宗
の
寺
院
を
巡
る
が
、
山
村

座
に
提
出
し
た
請
状
に
よ
れ
ば
團
十
郎
家
の
宗
派
は
「
宗
旨
之
儀

ハ
代
々
よ
り
浄
土
宗
」（
正
徳
三
〔
一
七
一
三
〕
年
七
月
二
十
三
日
、

早
稲
田
大
学
演
劇
博
物
館
蔵
）
と
し
て
い
る
。
さ
ら
に
團
十
郎
家

が
し
ば
し
ば
参
詣
し
た
成
田
山
新
勝
寺
は
真
言
宗
で
あ
り
、
團
十

郎
家
は
宗
派
に
と
ら
わ
れ
ず
さ
ま
ざ
ま
な
寺
社
に
参
詣
し
て
い
た
。

　

江
戸
時
代
、
身
延
山
七
面
山
に
は
い
い
伝
え
が
あ
っ
た
。
あ
る

日
身
延
山
で
説
法
を
す
る
日
蓮
の
前
に
見
慣
れ
ぬ
女
性
が
い
た
。

日
蓮
が
こ
の
女
性
に
水
を
一
滴
与
え
る
と
た
ち
ま
ち
龍
の
姿
に
変

身
し
「
私
は
七
面
山
に
住
む
者
。
身
延
山
と
法
華
経
を
修
め
る
方
々

を
守
護
す
る
」
と
言
い
残
す
と
七
面
山
の
方
角
に
飛
び
去
っ
た
と

い
う
。
こ
の
伝
説
が
謡
曲
「
現
代
七
面
」
や
「
身
延
」
、
説
教
浄
瑠

璃
「
身
延
山
七
面
天
女
」
な
ど
に
取
り
上
げ
ら
れ
流
布
、
身
延
山

と
七
面
山
に
多
く
の
人
が
訪
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

元
禄
宝
永
期
以
降
、
身
延
山
信
仰
が
篤
く
な
る
と
、
人
々
は
久
遠

寺
や
敬
慎
院
に
高
座
石
や
石
灯
籠
な
ど
を
寄
進
す
る
よ
う
に
な
っ

た
（
望
月
真
澄
著
「
江
戸
庶
民
の
身
延
山
信
仰
」
『
印
度
學
佛
教
學

研
究
』
五
二
〔
二
〕
、
二
〇
〇
四
年
刊
）
。

　

江
戸
後
期
に
な
る
と
身
延
山
参
詣
の
道
中
の
様
子
が
読
本
や
合

巻
の
題
材
と
な
り
（
十
返
舎
一
九
著
『
甲
州
鰍
沢
報
讐
』
文
化
四

〔
一
八
〇
七
〕
年
刊
、
仮
名
垣
魯
文
著
『
甲
州
道
中
膝
栗
毛
』
文
政

四
〔
一
八
二
一
〕
年
刊
）
、
ま
た
道
中
の
風
景
が
描
か
れ
た
（
葛
飾

北
斎
作
「
身
延
川
裏
不
二
」（
「
冨
嶽
三
十
六
景
」
天
保
五
〔
一
八
三
四
〕

年
刊
、
図
一
）
。
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図
一
「
身
延
川
裏
不
二
」
東
京
国
立
博
物
館
蔵

 

享
保
十
九
年
五
月

〇
朔
日　

荷
葉
子一

被
参
一
日
閑
話

一　

荷
葉
子　

「
大
津
氏
」
〈
柿
〉
。
二
代
目
團
十
郎
は
荷
葉
子
に
つ
い
て
織
田
信
長
の
家

来
の
子
孫
「
大
津
左
近
」
（
▽
五
月
朔
日
、
一
三
六
ペ
ー
ジ
参
照
）
と
い
う
が
、
未
詳
。

大
津
家
は
宇
多
天
皇
（
仁
和
三
〔
八
六
七
〕
年
〜
寛
平
九
〔
八
九
七
〕
年
）
の
四
皇
子

の
子
孫
で
、
源
姓
を
与
え
ら
れ
て
臣
籍
に
入
っ
た
宇
多
源
氏
に
由
来
す
る
佐
々
木
家
の

分
家
。
の
ち
三
河
国
渥
美
郡
大
津
村
に
移
り
、
永
禄
頃
か
ら
徳
川
家
康
に
仕
え
た
（
『
寛

政
重
修
諸
家
府
』
第
十
八
巻
）
。

　

二
代
目
團
十
郎
の
も
と
に
荷
葉
子
が
訪
れ
歓
談
し
た
。
以
降
、

荷
葉
子
と
の
話
の
内
容
が
続
く
。

〇
禅
宗
江
湖一

ノ
コ
ト
漢
土二

ニ
テ
江
西三

湖
南四

卜
云
所
右
二
ツ
ノ
西
南

禅
林五

有　

是
ニ
名
僧
ア
リ
テ　

所
化
皆
湖
南
へ
行
江
西
へ
行
テ

学
問
セ
シ
ヨ
リ
江
湖
ニ
ツ
ク
ノ
名
ア
リ　

日
本
ニ
テ
曹
洞
宗六

計

リ
此
名
ヲ
用
ユ

一　

江
湖　

厳
密
に
は
中
国
揚
子
江
と
洞
庭
湖
だ
が
、
こ
こ
で
は
「
世
の
中
」
の
意
。
つ

ま
り
、
「
禅
宗
江
湖
」
と
は
「
禅
宗
の
世
界
、
禅
界
」
を
意
味
す
る
。

二　

漢
土　

中
国
の
別
称
。

三　

江
西　

中
国
の
省
の
一
つ
。
揚
子
江
中
流
域
の
南
方
に
位
置
し
、
陽
湖
の
集
水
区
域
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で
四
方
を
丘
陵
性
の
山
に
囲
ま
れ
る
。

四　

湖
南　

中
国
の
省
の
一
つ
。
江
西
の
東
に
位
置
す
る
。
洞
庭
湖
南
方
に
広
が
り
、
湘

江
が
南
北
に
流
れ
る
。

五　

禅
林　

心
を
一
点
に
集
中
し
、
雑
念
を
退
け
、
絶
対
の
境
地
に
達
す
る
た
め
の
瞑
想

（
禅
定
）
を
修
行
す
る
寺
。
古
く
は
寺
の
呼
称
。
ま
た
、
そ
の
寺
に
住
む
僧
。

六　

曹
洞
宗　

禅
宗
の
一
宗
派
。
中
国
の
禅
宗
は
五
世
紀
後
半
、
イ
ン
ド
か
ら
渡
来
し
た

菩
提
達
磨
を
初
祖
と
す
る
。
日
本
へ
は
鎌
倉
時
代
、
道
元
に
よ
っ
て
伝
来
。

　

揚
子
江
と
洞
庭
湖
に
あ
る
禅
を
修
行
す
る
二
つ
の
地
域
に
つ
い

て
話
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
荷
葉
子
は
禅
僧
か
。

〇
丹
霞一

木
仏
ヲ
ヤ
ケ
ハ
院
主二

眉
鬚
ダ
ラ
ク
ス三

ト
云
コ
ト　

ハ
ン
ニ

ヤ四

ヲ
ヒ
ホ
ウ五

ノ
モ
ノ
ハ
ビ
シ
ユ
ダ
ラ
ク
ス　

丹
霞
ハ
院
主
ニ
ハ

ン
ニ
ヤ
ヲ
シ
メ
ス　

院
主
ノ
迷
ハ
ハ
ン
ニ
ヤ
ヲ
ヒ
ホ
ウ
ニ
ヒ
ト

シ　

予
ハ
不
ㇾ

済
重
ネ
テ
可
問

一　

丹
霞　

中
国
唐
時
代
の
禅
師
丹
霞
天
然
、
七
三
九
年
生
、
八
二
四
年
没
（
賛
寧
編

『
大
宋
高
僧
伝
』
巻
十
一
「
唐
南
陽
丹
霞
山
天
然
伝
」
、
九
八
八
年
成
立
、
中
華
書
局
、

一
九
八
七
年
刊
）
。

二　

院
主　

『
大
宋
高
僧
伝
』
で
は
「
人
」
と
あ
る
。

三　

眉
鬚
ダ
ラ
ク
ス　

眉び

し

ゅ

だ

ら

く

鬚
堕
落
。
み
だ
り
に
法
を
説
く
者
は
、
そ
の
罪
に
よ
り
眉
や
鬚

が
脱
落
す
る
（
中
川
渋
庵
編
『
禅
語
字
彙
』
森
江
書
店
、
一
九
六
八
年
刊
）
。

四　

ハ
ン
ニ
ヤ　

般
若
。
仏
教
に
お
い
て
、
八
正
道
、
四
諦
、
六
波
羅
蜜
な
ど
を
修
め
て

顕
現
す
る
真
実
の
智
慧
。
分
析
的
判
断
能
力
か
ら
出
発
し
て
、
こ
れ
を
超
え
、
存
在

す
べ
て
を
全
体
的
に
一
瞬
の
う
ち
に
把
握
す
る
直
観
知
の
こ
と
。
悟
り
の
智
慧
。

五　

ヒ
ホ
ウ　

庇
保
。
か
ば
い
守
る
こ
と
。

　　

あ
る
寒
い
日
、
禅
師
丹
霞
は
木
仏
を
焼
い
て
暖
を
と
っ
た
。
智

慧
の
象
徴
で
あ
る
木
仏
を
敬
う
院
主
が
こ
の
行
為
を
咎
め
る
と
、

説
法
の
乱
用
の
た
め
に
眉
や
髭
が
抜
け
落
ち
た
と
い
う
。
丹
霞
の

行
動
は
仏
像
な
ど
「
も
の
」
に
囚
わ
れ
す
ぎ
た
唐
時
代
の
仏
教
を

批
判
し
た
も
の
と
し
て
解
釈
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
（
松
原
泰
道
著

『
公
安
夜
話
』
す
ず
き
出
版
、
一
九
九
〇
年
刊
）
。
わ
か
り
に
く
い

話
で
あ
る
た
め
、
改
め
て
質
問
し
た
い
と
い
う
二
代
目
團
十
郎
は
、

そ
の
後
の
五
月
十
日
（
○
）
に
荷
葉
子
と
再
会
す
る
が
、
こ
の
件

に
関
す
る
記
録
は
残
っ
て
い
な
い
。

▽
稲
葉
家一

の
臣
取
次
役　

小
波
又
右
衛
門二

と
云
人
異
風
の
物
数
奇

に
て
石
に
て
武
士
の
像
を
つ
く
り
浅
草
の
地
内
に
立
置　

今
の

久
米
の
平
内
兵
衛三

是
な
り　

今
は
其
人
の
子
孫
稲
葉
家
に
な
き

よ
し　

其
頃
は
智
楽
院四

と
て
浅
草
寺五

も
上
野六

の
末
寺七

な
ら
す
無

本
寺八

の
よ
し　

其
智
楽
院
は
又
右
衛
門
熟
こ
ん九

に
て
地
内
に
是

を
立　

右
平
内
兵
衡
は
又
右
衛
門
碁
好
に
て
碁
を
楽
す
る十

形
也

と
そ
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一　

稲
葉
家　

江
戸
時
代
の
大
名
。
先
祖
は
代
々
美
濃
国
土
岐
氏
に
属
し
、
土
岐
氏
没
落

後
主
家
を
斎
藤
氏
、
織
田
氏
と
か
え
、
良
通
（
稲
葉
一
鉄
）
の
と
き
豊
臣
秀
吉
に
仕
え
、

美
濃
郡
上
八
幡
城
主
と
な
っ
た
。
良
通
の
子
貞
通
は
関
ヶ
原
の
戦
で
東
軍
に
属
し
、
戦

後
豊
後
国
臼
杵
に
移
り
（
四
万
石
）
、
同
地
で
十
五
代
続
い
た
。
ま
た
貞
通
の
妾
腹
の

兄
重
通
の
子
正
成
は
関
ヶ
原
の
戦
の
功
に
よ
り
慶
長
十
二
（
一
六
〇
七
）
年
、
美
濃
で

一
万
石
を
賜
り
、
そ
の
子
正
勝
は
老
中
を
務
め
寛
永
九
（
一
六
三
二
）
年
、
相
模
国
小

田
原
で
八
万
五
千
石
を
領
し
た
。
享
保
八
（
一
七
二
三
）
年
、
正
知
の
と
き
、
山
城

国
淀
十
万
二
千
石
と
な
り
、
代
々
同
地
を
領
し
た
。
最
後
の
藩
主
正
邦
は
老
中
と
な
っ

た
。
さ
ら
に
正
勝
の
嫡
子
正
則
の
三
男
正
員
は
天
和
三
（
一
六
八
三
）
年
、
三
千
石

を
分
与
さ
れ
幕
府
寄
合
に
列
し
、
天
明
元
（
一
七
八
一
）
年
、
正
明
の
と
き
安
房
国

館
山
で
一
万
石
を
領
し
、
五
代
続
い
た
。

二　

小
波
又
右
衛
門　

未
詳
。

三　

久
米
の
平
内
兵
衛　

「
久
米
の
平
内
の
事
諸
書
に
考
証
あ
れ
と
も
未
た
此
事
を
引
し

せ
の
な
し
真
の
異
聞
な
り
」〈
老
内
〉「
京
伝
注
に
『
桜
瘦
云
、
此
説
世
ニ
伝
ル
ト
異
也
。

小
波
又
右
衛
門
之
名
ヲ
匿
シ
テ
久
米
平
内
兵
衛
ト
称
セ
シ
歟
。
其
所
以
ヲ
ト
□
ス
。
惜

哉
。
委
ク
予
ノ
東
京
旧
聞
ニ
載
ス
』
」
〈
老
郡
〉
。
元
和
二
（
一
六
一
六
）
年
生
、
天
和

三
（
一
六
八
三
）
年
没
と
さ
れ
る
が
、
架
空
の
人
物
と
も
。
出
生
名
は
兵
藤
長
、
通

称
平
内
兵
衛
。
浪
人
と
な
っ
て
江
戸
赤
坂
に
道
場
を
開
き
、
夜
々
辻
斬
り
を
行
っ
た
が
、

の
ち
に
行
い
を
改
め
鈴
木
正
三
に
仁
王
座
禅
を
学
び
、
浅
草
金
剛
寺
で
専
念
。
罪
業

消
滅
を
願
い
、
人
々
が
踏
み
付
け
る
自
分
を
模
し
た
石
像
を
彫
り
、
浅
草
寺
に
安
置
。

の
ち
に
「
踏
付
け
」
が
「
文
付
け
」
と
解
さ
れ
縁
結
び
の
神
と
さ
れ
、
願
掛
け
に
文

を
納
め
る
風
習
が
生
じ
た
。
浅
草
寺
宝
蔵
門
脇
に
「
久
米
平
内
堂
」
が
現
存
す
る
。

四　

智
楽
院　

浅
草
寺
内
の
伝
法
院
の
江
戸
初
期
の
別
称
。
ま
た
戦
国
江
戸
前
期
の
僧
天

海
。
天
文
五
（
一
五
三
六
）
年
生
、
寛
永
二
十
（
一
六
四
三
）
年
、
一
〇
八
歳
で
没
。

比
叡
山
で
学
び
同
山
復
興
に
尽
く
し
、
天
台
宗
中
興
の
祖
と
さ
れ
る
。
徳
川
家
康
の

幕
政
に
参
画
。
寛
永
二
（
一
六
二
五
）
年
、
上
野
寛
永
寺
を
ひ
ら
く
。
原
始
仏
教
の

聖
典
天
海
版
大
蔵
経
を
日
本
初
の
版
本
と
し
て
計
画
、
死
後
刊
行
さ
れ
た
。

五　

浅
草
寺　

「
高
安
本
『
浅
草
寺
の
寺
内
』
」
〈
老
郡
〉
高
安
本
と
は
劇
作
者
高
安
月
郊

（
明
治
二
〔
一
八
六
九
〕
年
生
、
昭
和
十
九
〔
一
九
四
四
〕
年
没
）
筆
に
よ
る
写
本
「
老

の
楽
し
み
」
〔
早
稲
田
大
学
演
劇
博
物
館
蔵
〕
を
指
す 

（
「
第
一
回
」
「
は
じ
め
に
」
参

照
）
。
東
京
・
浅
草
に
あ
る
聖
観
音
宗
の
総
本
山
で
、
山
号
は
金
龍
山
。
も
と
天
台
宗
。

推
古
天
皇
三
六
（
六
二
八
）
年
、
宮
戸
川
（
隅
田
川
下
流
）
の
漁
で
同
じ
像
が
た
び

た
び
見
つ
か
る
と
、
こ
れ
に
つ
い
て
相
談
を
受
け
た
土は

じ

の師
中な

か
と
も知

は
こ
の
像
を
観
音
像

と
し
た
。
浅
草
寺
は
、
中
知
が
の
ち
に
僧
と
な
り
自
宅
を
寺
と
し
た
こ
と
に
始
ま
る
。

平
公
雅
・
源
頼
朝
・
徳
川
家
康
ら
が
堂
塔
の
建
造
、
寺
領
の
寄
進
な
ど
を
行
い
、
江

戸
屈
指
の
寺
と
し
て
庶
民
の
信
仰
を
集
め
た
。

六　

上
野　

「
上
野
寛
永
寺
の
意
」
〈
老
郡
〉

七　

末
寺　

本
山
の
支
配
下
に
あ
る
寺
。
本
寺
に
付
属
す
る
寺
。

八　

無
本
寺　

「
本
山
の
な
い
寺
」
〈
老
郡
〉
。
本
寺
よ
り
独
立
し
、
末
寺
の
な
い
も
の
。

九　

熟
こ
ん　

熟
懇
、
ま
た
は
熱
願
か
。
い
ず
れ
も
明
治
以
前
の
用
例
は
な
い
。

十　

楽
す
る
形　

「
高
安
本
『
た
の
し
め
る
容
』
。
伊
原
本
『
按
ス
ル
形
チ
』
」
〈
老
郡
〉
伊

原
本
と
は
歌
舞
伎
研
究
者
伊
原
青
々
園
（
明
治
三
〔
一
八
七
〇
〕
年
生
〜
昭
和
十
六

〔
一
九
四
一
〕
年
没
）
筆
に
よ
る
写
本
の
注
釈
書
『
栢
莚
遺
筆
集
』
〔
早
稲
田
大
学
演

劇
博
物
館
蔵
〕
を
指
す
（
「
第
一
回
」
「
は
じ
め
に
」
参
照
）
。

　

久
米
平
内
兵
衛
は
江
戸
中
期
以
降
、
さ
ま
ざ
ま
な
作
品
に
登
場
す

る
。
歌
舞
伎
「
粂
平
内
強
力
物
語
」（
寛
保
元
年
〔
一
七
四
一
〕
五
月
、

大
坂
十
蔵
座
）
に
登
場
（
『
歌
舞
伎
年
表
』
）
、
ま
た
豪
傑
の
男
伊
達

と
し
て
曲
亭
馬
琴
作
読
本
『
巷
談
坡
堤
庵
』（
文
化
五
〔
一
八
〇
八
〕
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年
）
、
鎌
倉
長
谷
寺
の
仁
王
の
申
し
子
と
し
て
山
東
京
伝
作
合
巻
『
久

米
平
内
剛
力
物
語
』
（
文
化
六
〔
一
八
〇
九
〕
年
刊
）
に
も
あ
ら
わ

れ
る
。

　

さ
ら
に
明
治
三
十
八
（
一
九
〇
五
）
年
正
月
新
作
歌
舞
伎
「
粂

平
内
」
（
宮
戸
座
）
も
上
演
さ
れ
（
『
歌
舞
伎
年
表
』
）
、
そ
の
他
「
粂

の
平
内
一
代
記
」
（
明
治
四
十
四
〔
一
九
一
一
〕
年
上
演
）
や
「
粂

平
内
と
幡
随
院
」
（
大
正
十
四
〔
一
九
二
五
〕
年
上
演
）
な
ど
映
画

九
本
も
制
作
さ
れ
た
（
日
本
映
画
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
）
。

　

『
久
米
平
内
剛
力
物
語
』
口
絵
（
文
化
六
〔
一
八
〇
九
〕
年
刊
、

勝
川
春
亭
画
、
図
二
）
に
は
、
石
像
図
と
と
も
に
「
ふ
み
を
お
さ

む
る
い
わ
れ
ハ
」
の
記
述
が
あ
り
、
「
文
付
け
」
に
よ
る
願
掛
け
の

習
慣
が
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
斎
藤
長
秋
著
『
江
戸
名
所

図
会
』
（
天
保
七
〔
一
八
三
六
〕
年
刊
、
図
三
）
に
は
、
説
明
文
と

し
て
平
内
兵
衛
が
元
播
磨
藩
守
青
山
主
膳
の
家
来
兵
藤
氏
で
あ
り
、

禅
学
を
励
み
、
自
身
の
姿
を
仁
王
像
に
模
し
て
石
像
を
作
り
、
墓

は
駒
込
海
蔵
寺
に
あ
る
と
記
し
て
い
る
。

図
二
『
久
米
平
内
剛
力
物
語
』
九
州
大
学
附
属
図
書
館
蔵 
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図
三
『
江
戸
名
所
図
会
』
国
会
図
書
館
蔵

 　

歌
川
豊
国
は
、
牛
の
石
像
か
ら
立
ち
現
れ
る
妖
術
師
と
し
て
「
粂

平
内
左
衛
門
長
盛
」
を
描
い
た
（
『
奇
術
競
』
文
久
慶
応
期
頃
刊
、

図
四
）
。
名
前
は
「
平
内
左
衛
門
」
と
あ
る
が
、
同
一
の
人
物
で
あ

ろ
う
。

図
四
「
粂
平
内
左
衛
門
長
盛
」
『
奇
術
競
』
国
会
図
書
館
蔵

 　

荷
葉
子
は
智
楽
院
に
安
置
さ
れ
た
像
は
碁
を
打
つ
姿
で
あ
る
と

い
う
が
、
こ
こ
に
挙
げ
た
平
内
兵
衛
像
は
い
ず
れ
も
碁
を
打
っ
て
は

い
な
い
。
石
像
が
設
置
さ
れ
た
の
は
僧
天
海
が
没
す
る
寛
永
二
十

（
一
六
四
三
）
年
よ
り
前
と
考
え
ら
れ
、
あ
る
い
は
『
久
米
平
内
剛

力
物
語
』
口
絵
が
描
か
れ
る
文
化
六
年
ま
で
に
石
像
が
作
り
直
さ

れ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
が
未
詳
。

　

な
お
、
日
記
原
文
「
稲
葉
家
の
臣
取
次
役
…
…
碁
を
楽
す
る
形
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也
と
そ
」
の
六
行
は
▽
「
老
い
の
楽
し
み
」
と
○
「
柿
表
紙
」
で

掲
載
日
が
異
な
る
。
▽
「
老
の
楽
し
み
」
で
は
三
月
四
日
「
狩
野

如
川
…
…
」
（
「
第
三
回
」
三
月
四
日
参
照
）
の
あ
と
に
配
置
さ
れ

て
い
る
が
、
○
「
柿
表
紙
」
で
は
五
月
一
日
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。

『
資
料
集
成
二
世
市
川
団
十
郎
』
で
は
、
日
記
文
の
文
章
は
▽
「
老

の
楽
し
み
」
に
よ
る
が
、
掲
載
日
は
○
「
柿
表
紙
」
に
従
っ
て
い

る
。
な
お
、
▽
「
老
の
楽
し
み
」
で
は
三
月
四
日
末
尾
に
続
く
「
○

三
月
七
日
八
日
庭
ノ
桜
咲
揃
真
盛
也
…
…
」
か
ら
五
月
朔
日
「
○

丹
霞
木
仏
ヲ
ヤ
ケ
ハ
予
ハ
不
ㇾ
済
重
ネ
テ
可
問
」
ま
で
の
二
十
七

行
が
欠
落
し
て
い
る
。

○
人
の一

心
ニ
ヲ
ク
リ
ム
カ
へ
ル
ト
云
コ
ト
ア
リ　

ム
カ
へ
ト
ル
ト

ハ
来
ル
コ
ト
ヲ
思
フ
コ
ト 

ヲ
ク
ル
ト
ハ 

過
去
リ
シ
コ
ト
ヲ
思

フ
コ
ト 

是
ミ
ナ
寿
命
ノ
毒
也

 
 
 
 

庭
前
ノ
柏
樹
子二

唔
道三

也

　

ソ
モ
サ
ン
イ
ン四

モ
イ
ヅ
レ
モ
釈
語五

ニ
ア
ラ
ズ 

漢
土
ノ
俗
語六

也

　
　

朱
子
語
類七

ニ
モ
ア
リ　

禅
ハ
語
録八

多
キ
物
ナ
レ
バ
此
コ
ト
バ

ア
リ

一　

人
の　

「
人
ノ
」
〈
柿
〉

二　

庭
前
ノ
柏
樹
子　

無
門
慧
開
編
『
無
門
関
』（
一
二
二
八
年
成
立
）
第
三
十
七
則
「
庭

前
柏
樹
子
」
の
こ
と
。「
庭
前
柏
樹
子
」
の
逸
話
に
関
す
る
「
聴
蛙
…
…
」
に
つ
い
て
は
「
第

三
回
」
三
月
四
日
参
照
の
こ
と
。

三　

唔
道　

吾
道
か
。

四　

サ
ン
イ
ン　

三
因
、
三
因
仏
性
か
。
三
因
仏
性
と
は
天
台
宗
が
説
く
、
仏
に
な
る
た

め
の
因
子
（
仏
性
）
で
、
正
因
仏
性
（
す
べ
て
の
も
の
に
具
わ
る
真
実
の
理
）
、
了
因

仏
性
（
理
を
照
ら
し
て
表
す
智
慧
）
、
縁
因
仏
性
（
智
慧
を
起
こ
す
縁
と
な
る
す
べ
て

の
善
行
）
の
三
つ
。

五　

釈
語　

経
文
な
ど
を
講
釈
す
る
こ
と
。

六　

俗
語　

仏
法
に
関
係
の
な
い
俗
人
の
こ
と
ば
。

七　

朱
子
語
類　

中
国
の
儒
書
の
ひ
と
つ
。
南
宋
の
黎
靖
徳
編
、
全
百
四
十
巻
。
咸
淳
七

（
一
二
七
〇
）
年
成
立
。
朱
子
の
没
後
、
朱
子
と
そ
の
門
人
ら
と
の
問
答
を
、
理
気
、
性
理
、

論
語
、
周
子
書
、
老
荘
、
漢
唐
諸
子
、
作
文
、
拾
遺
な
ど
三
十
五
門
に
分
け
集
録
。
朱

子
の
思
想
体
系
が
知
ら
れ
、
経
書
、
性
理
書
や
諸
子
な
ど
の
解
釈
書
の
役
割
も
果
た
す
。

日
本
に
は
鎌
倉
末
期
に
伝
来
、
江
戸
時
代
、
山
崎
闇
斎
の
学
派
が
尊
重
し
た
。

八　

語
録　

宗
派
の
開
祖
の
法
話
、
説
法
、
問
答
な
ど
記
録
し
集
成
し
た
も
の
。
人
格

と
人
格
と
の
出
会
い
に
よ
る
体
得
に
重
き
を
お
い
た
禅
宗
で
生
ま
れ
、
重
視
さ
れ
た
。

美
辞
麗
句
を
用
い
る
こ
と
な
く
、
散
文
で
記
さ
れ
た
。
代
表
的
な
語
録
に
唐
代
の
『
臨

済
録
』
が
あ
る
。

　

禅
の
公
安
集
『
無
門
関
』
の
「
庭
前
の
柏
樹
子
」
に
つ
い
て
論
じ
る
。

唐
の
禅
僧
趙
州
和
尚
（
七
七
八
年
生
～
八
九
七
年
没
）
は
禅
の
開

祖
達
磨
大
師
の
教
え
を
、
自
分
が
属
し
た
柏
林
寺
の
庭
に
あ
っ
た

柏
樹
を
用
い
て
悟
そ
う
と
し
た
（
西
村
恵
信
注
釈
『
無
門
関
』
岩
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波
書
店
、
二
〇
〇
四
年
刊
）
。
二
代
目
團
十
郎
が
記
す
「
人
の
心
ニ

ヲ
ク
リ
ム
カ
へ
ル
…
…
」
と
は
荷
葉
子
に
お
け
る
「
庭
前
の
柏
樹
子
」

の
解
説
か
。
た
だ
、
本
来
の
「
庭
前
の
柏
樹
子
」
の
解
釈
と
は
異
な
っ

て
お
り
、
あ
る
い
は
別
の
禅
書
か
ら
の
も
の
か
。

　

『
無
門
関
』
は
、
著
者
無
門
慧
開
の
元
で
修
業
し
た
日
本
の
禅
僧

無
本
覚
心
（
承
元
元
〔
一
二
〇
七
〕
年
生
、
永
仁
六
〔
一
二
九
八
〕

年
没
）
に
よ
っ
て
建
長
六
（
一
二
五
四
）
年
日
本
に
伝
え
ら
れ
た
。

江
戸
初
期
に
は
、
『
無
門
関
抄
』
（
寛
永
十
四
〔
一
六
三
七
〕
年
刊
）

や
『
鼇
頭
評
註
無
門
関
』
（
寛
文
二
〔
一
六
六
二
〕
年
刊
）
な
ど
禅

の
注
釈
書
や
解
説
書
が
数
多
く
出
版
さ
れ
、
広
く
読
ま
れ
た
。

▽
京　

言
水一　

公
家
衆
へ
召
さ
れ
て
当
座二

　
　
　

め
さ
れ
て
も
わ
れ
室
咲三

の
か
し
け四

哉　
　
　
　
　

言
水

▽
不
角五　

又
公
家
衆
へ
召
さ
れ
て

　
　
　

折
ら
れ
て
は
け
く六

露
を
か
ぬ
野
菊
か
な　
　
　
　

不
角

○
其
角七

貴
人
へ
召
サ
レ
テ

　
　
　

御
秘
蔵八

ニ
墨
ヲ
摺
ラ
セ
テ
梅九

見
哉　
　
　
　
　
　

其
角

　

器
量
違
シ
者
也
ト 

荷
葉
子
其
角
ヲ
称
美
也 

春
寒
秋
暑十

老
ケ
ン

ケ
ン
イ十

一

一　

言
水　

「
池
田
言
水
。
俳
人
。
享
保
七
年
、
七
十
三
歳
で
没
」
〈
老
郡
〉
。
池
田
言
水
、

俳
人
、
慶
安
三
（
一
六
五
〇
）
年
生
、
享
保
七
（
一
七
二
二
）
年
没
。
別
号
紫
藤
軒
、

洛
下
堂
そ
の
他
。
十
六
歳
で
出
家
し
俳
諧
に
専
念
、
延
宝
四
（
一
六
七
六
）
年
頃
、
談

林
俳
諧
全
盛
期
の
江
戸
に
出
て
、
芭
蕉
、
幽
山
、
才
麿
ら
と
交
流
し
つ
つ
多
く
の
撰
集

を
編
纂
、
談
林
か
ら
蕉
風
へ
の
転
換
期
に
お
け
る
先
駆
的
俳
人
に
数
え
ら
れ
た
。
編

著
に
『
東
日
記
』
『
新
撰
都
曲
』
『
初
心
も
と
柏
』
な
ど
。

二　

当
座　

「
即
吟
。
即
興
で
詠
む
歌
俳
」
〈
老
郡
〉

三　

室
咲　

部
屋
の
中
で
花
を
咲
か
せ
る
こ
と
。
花
を
温
室
の
中
で
咲
か
せ
る
こ
と
。
ま

た
、
そ
の
花
。
季
・
冬
。

四　

か
し
け　

悴か
じ

け
る
。
（
一
）
生
気
が
な
く
な
り
、
衰
え
る
。
（
二
）
姿
や
顔
つ
き
が
や

せ
衰
え
る
。
（
三
）
草
木
や
花
が
、
生
気
を
失
っ
て
し
お
れ
る
。

五　

け
く　

「
二
字
不
明
」
〈
老
博
〉

六　

不
角　

「
不
卜
門
の
俳
人
。
本
屋
」〈
老
郡
〉
。
立
羽
不
角
、
俳
人
、
寛
文
二
（
一
六
六
二
）

年
生
、
宝
暦
三
（
一
七
五
三
）
年
没
。
岡
村
不
卜
に
学
び
、
一
時
沾
徳
派
と
な
ら
び

江
戸
の
俳
壇
に
重
き
を
な
し
た
。
編
著
に
『
二
葉
の
松
』
『
木
曾
の
麻
衣
』
な
ど
。

七　

其
角　

「
榎
本
其
角
。
俳
人
、
の
ち
に
宝
井
氏
。
俳
人
。
芭
蕉
の
高
弟
。
宝
永
四
年
、

四
十
七
歳
で
没
」〈
老
郡
〉
。
俳
人
、
寛
文
元
（
一
六
六
一
）
年
生
、
宝
永
四
（
一
七
〇
七
）

年
没
。
蕉
門
十
哲
の
ひ
と
り
。
延
宝
末
期
、
芭
蕉
と
と
も
に
俳
諧
の
革
新
に
努
め
、
貞

享
元
禄
期
に
か
け
て
蕉
風
の
樹
立
、
展
開
に
寄
与
。
芭
蕉
没
後
、
軽
妙
洒
脱
な
俳
諧

の
一
派
、
江
戸
座
を
生
ん
だ
。
主
著
に
『
虚
栗
』
『
句
兄
弟
』
『
枯
尾
花
』
な
ど
。

八　

御
秘
蔵　

（
一
）
大
切
に
し
て
、
し
ま
っ
て
お
く
意
の
尊
敬
語
。
（
二
）
特
定
の
目
下

の
も
の
を
か
わ
い
が
り
、
大
事
に
す
る
こ
と
。
ま
た
、
そ
の
対
象
。
と
く
に
貴
人
の

寵
愛
す
る
妻
、
妾
、
小
姓
な
ど
。
秘
蔵
。
（
三
）
女
陰
の
異
称
。

九　

梅　

奈
良
時
代
に
渡
来
、
漢
詩
集
『
懐
風
藻
』
（
天
平
勝
宝
三
〔
七
五
一
〕
年
成
立
）

に
初
め
て
取
り
上
げ
ら
れ
て
以
降
、
多
く
の
和
歌
や
漢
詩
の
題
材
と
な
っ
た
。
九
州
・
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大
宰
府
へ
流
さ
れ
る
菅
原
道
真
が
延
喜
元
（
九
〇
一
）
年
、
庭
の
梅
と
の
惜
別
の
歌

を
詠
ん
で
以
後
、
梅
は
天
満
宮
や
天
神
様
の
シ
ン
ボ
ル
と
さ
れ
、
現
在
に
続
く
。
季
・
春
。

十　

春
寒
秋
暑　

春
寒
と
は
立
春
後
の
寒
さ
。
春
に
な
っ
て
ぶ
り
返
す
寒
さ
の
こ
と
、
季
・

春
。
秋
暑
と
は
立
秋
を
過
ぎ
て
も
、
な
お
暑
さ
を
感
じ
る
残
暑
を
い
う
、
季
・
秋
。

十
一　

老
ケ
ン
ケ
ン
イ　

老
健
健
胃
。
老
健
と
は
老
い
て
な
お
身
体
の
健
や
か
な
こ
と
。

老
い
て
も
元
気
な
さ
ま
。
ま
た
、
老
熟
し
て
な
お
気
力
の
盛
ん
な
さ
ま
。
健
胃
と
は
、

胃
の
働
き
が
さ
か
ん
な
こ
と
。
丈
夫
な
胃
。
健
康
な
胃
。

　

言
水
は
公
家
に
招
か
れ
る
も
、
部
屋
の
中
で
し
お
れ
た
花
の
よ

う
だ
と
い
う
句
を
詠
む
。
不
角
の
句
は
折
れ
た
野
菊
の
よ
う
に
顔

を
上
げ
る
こ
と
は
な
い
と
い
う
。
そ
れ
に
対
し
て
其
角
は
梅
見
を

題
材
に
含
み
の
あ
る
句
を
詠
む
。

　

梅
は
『
万
葉
集
』
に
お
い
て
萩
は
次
い
で
多
く
詠
ま
れ
た
花

（
百
十
八
首
）
。
藤
原
朝
臣
「
妹
が
家
に
咲
き
た
る
花
の
梅
の
花
実

に
し
成
り
な
ば
か
も
か
く
も
せ
む
」
（
『
万
葉
集
』
三
九
九
）
の
よ

う
に
、
梅
に
実
が
な
ら
な
い
こ
と
か
ら
実
ら
ぬ
恋
に
例
え
る
歌
が

多
く
、
ま
た
猿
丸
大
夫
「
屋
戸
ち
か
く
梅
の
花
う
ゑ
じ
あ
ぢ
き
な

く
待
つ
人
の
香
に
あ
や
ま
た
れ
け
り
」
（
『
古
今
和
歌
集
』
三
四
）

や
藤
原
兼
輔
「
梅
の
花
立
ち
よ
る
ば
か
り
あ
り
し
よ
り
人
の
と
が

む
る
香
に
ぞ
し
み
ぬ
る
」
（
『
古
今
和
歌
集
』
三
五
）
な
ど
男
女
関

係
を
ほ
の
め
か
す
歌
も
あ
る
。
荷
葉
子
は
こ
こ
で
、
二
重
に
解
釈

で
き
る
梅
の
句
を
詠
ん
だ
其
角
を
賞
讃
し
て
い
る
。
二
代
目
團
十

郎
は
そ
の
よ
う
な
荷
葉
子
に
老
い
て
も
な
お
盛
ん
な
さ
ま
を
見
て

い
る
。

　

な
お
○
「
柿
表
紙
」
で
は
こ
の
三
句
が
並
記
さ
れ
て
い
る
が
、

▽
「
老
の
楽
し
み
」
で
は
「
○
其
角
…
…
老
ケ
ン
ケ
ン
イ
」
が
省

略
さ
れ
て
い
る
。
孫
に
贈
る
た
め
に
五
代
目
團
十
郎
か
ら
写
筆
を

依
頼
さ
れ
た
山
東
京
伝
は
、
好
色
な
解
釈
が
可
能
な
こ
の
句
を
あ

え
て
省
略
し
た
か
。

▽
荷
葉
子
六
代
程
先
の
先
祖
は
子
供
の
歌
に
う
た
ふ
お
は
り
左
近一

の
乙
娘二

と
い
ふ　

其
左
近
也　

大
津
左
近三

と
云
て
信
長
公
に
つ

か
へ
し
者
也
と
語
ら
れ
き

一　

お
は
り
左
近　

尾
張
左
近
か
、
未
詳
。

二　

乙
娘　

長
女
に
対
し
て
次
女
以
下
の
娘
。

三　

大
津
左
近　

未
詳
。
大
津
家
に
つ
い
て
は
既
出
（
○
五
月
朔
日
、
一
二
九
ペ
ー
ジ
参
照
）

　

荷
葉
子
の
先
祖
は
織
田
信
長
に
仕
え
た
大
津
左
近
で
、
そ
の
娘

が
歌
に
う
た
わ
れ
て
い
る
と
い
う
が
、
仔
細
は
不
明
。
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○
湖
萍一

ヨ
リ
聖
像
一
幅
モ
ラ
フ　

使
山
寿二　

端
午三

六
日
迄
芽
出
度

カ
ケ
置

一　

湖
萍　

初
代
深
川
湖
十
（
「
第
二
回
」
二
月
二
十
三
日
参
照
）
。

二　

山
寿　

未
詳
。
初
代
深
川
湖
十
の
門
弟
、
ま
た
は
使
用
人
か
。

三　

端
午　

五
節
供
の
ひ
と
つ
で
、
陰
暦
五
月
五
日
の
男
子
の
節
供
。
邪
気
を
払
う
た
め

に
軒
に
菖
蒲
や
蓬
を
さ
し
、
粽
や
柏
餠
を
食
す
。
江
戸
時
代
以
降
、
男
児
の
あ
る
家

で
は
鯉
の
ぼ
り
を
立
て
、
甲
冑
、
刀
、
武
者
人
形
な
ど
を
飾
っ
て
将
来
を
祝
う
。
あ

や
め
の
節
供
。
重
五
。
端
陽
。
季
・
夏
。

　

俳
人
初
代
深
川
湖
十
か
ら
聖
像
が
描
か
れ
た
掛
物
を
も
ら
い
受

け
た
。
二
代
目
團
十
郎
は
こ
れ
を
、
端
午
の
節
供
が
明
け
る
五
月

六
日
ま
で
掛
け
た
。
室
町
期
以
降
、
厄
除
け
の
神
鍾
馗
の
信
仰
が

中
国
か
ら
渡
り
、
端
午
の
節
供
に
鍾
馗
図
を
貼
り
出
し
て
邪
鬼
悪

病
除
け
に
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
初
代
團
十
郎
が
鍾
馗
を
演
じ
た

こ
と
も
あ
り
（
「
参
會
名
護
屋
」
中
村
座
、
元
禄
十
〔
一
六
九
七
〕

年
正
月
）
、
こ
の
掛
物
の
聖
像
と
は
鍾
馗
だ
っ
た
か
。

○
五
日　

初
日一

大
入
評
判
ヨ
シ

　
　
　
　
　

今
年
ホ
ト
ヽ
キ
ス二

　
　
　

山
ノ
手三

ノ
人
ウ
ラ
ヤ
マ
シ
ホ
ト
ヽ
キ
ス

　
　
　
　
　

又

　
　
　

是
ハ
マ
タ
ナ
カ
ヌ四

コ
ト
カ
ナ
ホ
ト
ヽ
ギ
ス

一　

初
日　

舞
台
の
初
日
の
こ
と
。

二　

ホ
ト
ト
ギ
ス　

和
歌
に
詠
ま
れ
る
代
表
的
な
鳥
。
四
月
は
山
に
い
る
が
、
五
月
に
な

る
と
人
里
に
飛
来
し
て
梢
で
声
高
く
鳴
く
。
「
い
つ
の
間
に
五
月
来
ぬ
ら
む
あ
し
ひ
き

の
山
時
鳥
今
ぞ
鳴
く
な
る
」
（
詠
み
人
知
ら
ず
『
古
今
和
歌
集
』
夏
、
一
四
〇
）
な
ど

と
詠
ま
れ
、
飛
来
を
待
ち
、
そ
の
初
声
を
聞
く
の
が
大
き
な
関
心
事
と
な
っ
た
。
ま

た
そ
の
声
を
聞
く
と
物
思
い
や
懐
旧
の
情
が
か
き
立
て
ら
れ
、
ま
た
場
所
を
定
め
ず

鳴
く
の
で
、
多
情
の
鳥
と
し
て
恨
ま
れ
も
し
た
。
鳴
き
声
が
「
し
で
の
た
を
さ
」
（
「
死

出
の
田
長
」
な
ど
）
と
聞
こ
え
る
こ
と
か
ら
、
「
死
出
の
山
越
え
て
来
つ
ら
む
時
鳥
恋

し
き
人
の
上
語
ら
な
む
」
（
『
拾
遺
和
歌
集
』
哀
傷
・
伊
勢
）
な
ど
、
冥
土
に
通
う
鳥

と
も
さ
れ
た
。
『
源
氏
物
語
』
「
花
散
里
」
は
、
こ
の
よ
う
な
ホ
ト
ト
ギ
ス
を
物
語
の

主
題
に
し
た
。
季
・
夏
。

三　

山
ノ
手　

（
一
）
山
の
方
。
山
に
近
い
方
。
山
を
ひ
か
え
た
地
域
。
（
二
）
江
戸
で
、

や
や
高
台
に
あ
る
住
宅
地
。
麹
町
、
四
谷
、
牛
込
、
赤
坂
、
小
石
川
、
本
郷
な
ど
を
い
い
、

大
名
、
旗
本
な
ど
の
武
家
屋
敷
と
寺
院
で
占
め
ら
れ
、
町
家
は
稀
だ
っ
た
。

四　

ナ
カ
ヌ　

織
田
信
長
、
豊
臣
秀
吉
、
徳
川
家
康
が
「
鳴
か
ぬ
ホ
ト
ト
ギ
ス
」
の
句
を

詠
み
、
そ
れ
ぞ
れ
の
性
格
を
表
す
と
い
う
が
、
事
実
か
は
未
詳
。

　

五
月
公
演
「
八
棟
菖
源
氏
」
（
市
村
座
）
の
初
日
が
大
入
り
だ
っ

た
と
い
う
が
、
そ
の
後
「
手
の
字
を
つ
く
さ
れ
た
れ
ど
あ
た
ら
ず
」

（
役
者
評
判
記
『
役
者
初
子
読
』
享
保
二
十
〔
一
七
三
五
〕
年
正
月
刊
）
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と
、
大
入
り
は
長
く
続
か
な
か
っ
た
。

　

続
い
て
ホ
ト
ト
ギ
ス
を
題
に
二
句
詠
む
。
一
句
目
は
ま
だ
江
戸

に
来
ぬ
ホ
ト
ト
ギ
ス
を
待
ち
か
ね
て
山
手
の
人
を
羨
や
み
、
二
句

目
は
「
鳴
か
ぬ
ホ
ト
ト
ギ
ス
」
を
踏
ま
え
、
ホ
ト
ト
ギ
ス
を
待
ち

か
ね
て
い
る
気
持
ち
を
表
し
て
い
る
。
二
代
目
團
十
郎
は
日
常
の

で
き
ご
と
と
は
関
係
な
く
、
し
ば
し
ば
詠
ん
だ
句
を
日
記
に
記
し

た
。
こ
こ
で
も
舞
台
初
日
の
評
判
と
二
句
の
内
容
は
関
係
し
な
い

だ
ろ
う
。

○
今
年 

寺
西
佐
左
衛
門
殿一

成
屋二

壺
月三

病
死

一　

寺
西
佐
左
衛
門
殿　

未
詳
。

二　

成
屋　

未
詳
。

三　

壺
月　

石
川
壺
月
の
別
名
か
。
石
川
壺
月
は
俳
人
、
享
保
十
九
（
一
七
三
四
）
年
四

月
二
十
六
日
没
。
貴
志
続
沾
洲
の
門
弟
。
別
姓
崎
山
。
編
著
に
『
江
戸
筏
』
。

　

二
代
目
團
十
郎
は
し
ば
し
ば
演
劇
関
係
者
や
俳
人
の
訃
報
を
日

記
に
書
き
留
め
た
。
（
「
第
一
回
」
正
月
二
十
四
日
他
）
。
寺
西
佐

左
衛
門
は
贔
屓
客
か
。
ま
た
成
屋
に
よ
る
早
川
伝
五
郎
（
享
保
四

〔
一
七
一
九
〕
年
没
）
追
善
句
が
二
代
目
團
十
郎
編
追
善
俳
諧
集
『
父

の
恩
』（
享
保
十
五
〔
一
七
三
〇
〕
年
刊
）
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
の
で
、

壺
月
と
同
様
俳
諧
ま
た
は
歌
舞
伎
関
係
者
か
。

▽
其
角 

古
筆 

是0[

○
毛]

は
た
ち
て一

よ
め
ぬ
所
有　

や
う
〳
〵
よ

め
た
り

　
　
　

木
瓦二

の
雨
こ
そ
か
は
れ
城
の
月　
　
　
　
　
　
　

其
角

一　

古
筆
是
は
た
ち
て　

「
古
筆
毛
バ
ダ
チ
テ
」
〈
柿
〉
、「
古
筆
是
た
ち
（
裁
カ
）
て
」
〈
老

岩
〉
、
「
古
筆
、
こ
れ
は
足
ら
で
」
〈
老
博
〉

二　

木
瓦　

「
『
高
安
本
』
木
嵐
」
〈
老
郡
〉

　

其
角
の
こ
の
句
は
二
代
目
團
十
郎
の
日
記
に
の
み
記
さ
れ
て
い

る
（
『
蕉
門
名
家
句
集
』
八
巻
）
。

▽
今
年　

京
淡一

に
下
り　

江
戸
点
者
へ
あ
は
ず二　

ち
や
〳

三〵

つ
け

ら
れ
て 

す
ゝ
き
ぢ

〈

本

の

ま

ま

〉
四

ご
ん
し
の
集
を
出
し　

あ
ん
ぎ
や五

と
云
て
江

戸
を
た
つ　

四
月
上
旬
歟
三
月
下
旬
か
た
ち
し六

一　

京
淡　

「
京
の
淡
、
淡
々
」
〈
柿
〉
、「
淡
々
の
誤
り
か
」
〈
老
郡
〉
。
松
木
淡
々
、
俳
人
、

延
宝
二
（
一
六
七
四
）
年
生
、
宝
暦
十
一
（
一
七
六
一
）
生
没
。
通
称
伝
七
、
別
号
渭
北
、

因
角
、
曲
淵
、
三
楊
、
半
時
庵
な
ど
。
江
戸
に
出
て
立
羽
不
角
、
榎
本
其
角
に
学
ぶ
。

の
ち
京
都
、
大
坂
で
半
時
庵
流
と
い
う
俳
風
で
人
気
を
集
め
た
。
伝
授
書
を
多
く
記

し
豪
華
な
生
活
を
送
っ
た
。
著
書
に
『
淡
々
発
句
集
』
『
淡
々
文
集
』
な
ど
。

二　

あ
は
ず　

「
肌
合
が
あ
わ
ず
、
の
意
か
」
〈
老
郡
〉
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三　

ち
や
〳
　〵

「
ち
や
く
」
〈
老
岩
〉

四　

ぢ
ご
ん
し　

「
自
言
辞
・
慈
眼
視
か
。
ぐ
ず
ぐ
ず
い
う
こ
と
」
〈
老
郡
〉

五　

あ
ん
ぎ
や　

「
行
脚
」
〈
柿
〉

六　

た
ち
し　

「
立
し
」
〈
柿
〉

　

俳
人
松
木
淡
々
は
こ
の
日
記
記
載
と
同
年
、
京
都
か
ら
江
戸
へ

の
旅
を
詠
ん
だ
俳
諧
集
『
紀
行
誹
談
二
十
歌
仙
』
を
編
む
が
、「
す
ゝ

き
ち
ご
ん
し
の
集
」
と
関
係
す
る
か
は
未
詳
。

　

二
代
目
團
十
郎
は
寛
保
二
（
一
七
四
二
）
年
、
大
坂
佐
渡
島
座

に
出
演
す
る
際
、
淡
々
か
ら
息
子
三
代
目
團
十
郎
の
死
を
悼
み
句

（
▽
四
月
一
日
）
や
掛
物
（
●
同
月
十
五
日
）
を
受
け
る
。
ま
た
同

年
五
月
二
十
四
日
「
池
庄
方
に
て
淡
々
亭
主
予
を
振
舞
取
持
…
…

二
十
八
年
ふ
り
に
て
逢
ふ
」
（
●
）
な
ど
、
淡
々
と
の
交
流
は
長
く

続
い
て
い
た
。

○
端
午
ノ
初
日
太
夫一

丹
前二

ニ
テ
予
ロ
上
ニ
テ
シ
マ
フ
少
シ
夜
ニ
入

一　

太
夫　

市
村
座
座
元
八
代
目
市
村
羽
左
右
衛
門
の
こ
と
（
「
第
一
回
」
正
月
二
十
七

日
参
照
）
。

二　

丹
前　

丹
前
物
。
歌
舞
伎
舞
踊
の
ひ
と
つ
。
元
禄
期
、
江
戸
の
立
役
は
「
茶
の
湯
丹

前
」
「
立
髪
丹
前
」
「
奴
丹
前
」
な
ど
、
得
意
な
舞
踊
を
採
り
入
れ
た
演
目
を
も
っ
て
い

た
。
歌
舞
伎
で
初
め
て
「
丹
前
」
を
取
り
入
れ
た
の
は
多
門
庄
左
衛
門
（
生
没
年
不
詳
）

と
さ
れ
る
が
、
初
代
市
川
團
十
郎
を
「
丹
前
開
山
」
と
記
す
も
の
も
あ
る
。

　

舞
台
の
初
日
を
祝
う
八
代
目
市
村
羽
左
衛
門
の
丹
前
や
二
代
目

團
十
郎
の
口
上
に
よ
り
、
終
演
が
遅
く
な
っ
た
。
歌
舞
伎
興
行
は

原
則
暮
六
つ
（
午
後
六
時
）
ま
で
に
終
わ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、

遅
れ
る
と
役
人
か
ら
叱
責
さ
れ
る
場
合
も
あ
っ
た
が
、
今
回
そ
れ

は
な
か
っ
た
よ
う
だ
。




